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IPネットワーク構築演習支援システムにおける
協調学習エージェントの検討
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ルータ等を用いたネットワークの構築学習の一つに，複

数人の学習者で 1つのネットワークを構築する協調演習が

ある．協調演習では，学習者同士が協力してネットワーク

を構築することにより，知識の共有やスキルの向上を図る．

しかし，協調演習を行うためには，複数台の実機，作業ス

ペース，および複数の学習者が必要となる．このため，こ

れまでにクラウド環境上で協調演習を可能とする IPネッ

トワーク構築演習システム [1]を開発してきた．

本システムでは，学習者は，クラウド上の仮想マシンを

ブラウザベースの GUI上で設定し演習を実施することで，

クラウド上に仮想的なネットワークを構築する．これによ

り，複数台の実機や作業スペースがない環境においても演

習が可能となる．また，本システムに実装されたエージェ

ント機能は，擬似的な学習者として動作する．このエー

ジェント機能を利用することにより，他の学習者がいない

環境においても協調演習を実施できる．学習者が協調演習

を実施する際，エージェントが演習の相手になる．協調演

習の手順として，学習者とエージェントは，それぞれが担

当する機器を課題に従って設定する．この際，エージェン

トは学習者が選択したモードによって振る舞いを変更す

る ．初学者を対象としたチュートリアルモードでは，エー

ジェントは学習者の手本として振る舞うため，学習者が設

定しようとしている設定項目を特定のキーコマンドから検

知し，学習者より先に設定する．学習者は，ネットワーク

機器の基本的な設定を学ぶために，エージェントの設定手

順を参考にして，自身が担当している機器を設定する．ま

た，一通りの設定方法を習得した学習者を対象としたトラ

ブルシューティングモードのエージェントは，前述のモー

ドとは異なり，初学者として動作する．この時，エージェ

ントは担当している機器に対して意図的に誤った設定を施

す．学習者は，ネットワークの状態やエージェントの操作

内容・履歴などから誤りを発見し，正しい設定を行うこと
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で課題を達成する．

しかし，この設定の誤りは，課題ごとに指導者が事前に

定義しておく必要があるため，作成する課題の数が増える

と指導者の負担が大きくなる．また学習者の不得意な設定

項目に重点を置いた課題を必ずしも提供できているとは

限らない．これらの問題を解決するため，本稿では，エー

ジェント機能に対して学習者と協調演習を実施する擬似学

習者の役割に加えて，学習者の不得意な設定項目に重点を

置いたトラブルシューティング課題を自動で提供すること

を特徴とするエージェント機能について検討した．

本システムには自動採点機能が実装されているため [1]，

設定項目ごとに正否を判別できる．本稿における提案手法

では，この機能を利用し，エージェントが学習者の不得意

な設定項目を自動で判断する．演習の手順として，まず，

学習者はトラブルシューティングモードを選択し，協調演

習を 1度実施する．初回の演習では，エージェントは無作

為に誤った設定を施す．学習者は，課題を達成したと判断

した場合，自動採点機能を使用する．この際，エージェン

トは，自動採点機能の結果からその時点での設定項目の正

否を記録し，最も間違いが多かった設定項目に重点を置い

た課題を作成し，次の課題として提供する．全ての項目を

正しく設定できるまで繰り返す．全ての項目が正解の場

合，エージェントは再度，無作為に誤った設定を施す．学

習者は，これを 1サイクルとして演習を繰り返すことで，

不得意な項目を減らすことができる．さらにモチベーショ

ンを維持できる．

本稿では，学習者の不得意な設定項目に重点を置いたト

ラブルシューティング課題を自動で提供することを特徴と

するエージェント機能を提案し，実装後の学習の流れを検

討した．今後，本機能の実装と評価を行う予定である．
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